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幽幽凶

地
蹴
舶
丁
場
に
於
け
る
公
館
卒

白幽幽剖幽醐.

工
業
労
働
者
に
封
J

る
保
雄
胞
設
ピ

l
τ
、
労
働

者
保
険
が
如
何
仁
前
一
裂
で
あ
る
か
を
議
論
す
る
附
代

[品l

曲者

1l! 

文

量C

SK 

錨
魁
酎
1
坊
に
於
M
U

『

φ
公
備
中

は
、
我
凶
に
於

τも
、
阪
仁
過
ぎ
去
っ

τゐ
る
o

今

や
北

(ω
賞
施
の
時
期
に
臨
ん
で
ゐ
る
り
で
あ
る
。
鋒

働
者
保
険
中
、
什
大

ω
肢
も
重
要
な
る
一
一
抑
制
削
に
傷
害

保
険
が
あ
る
。
傷
容
保
険
成
立
山
保
険
的
廿
晴
雄
は
市
切

ら
工
業
労
働
者
の
会
傷
準
に
あ
る
か
ら
、
之
を
研
究

す
る
引
は
極
め
て
肝
要
で
あ
る
正
言
は
な
り
れ
ば
な

h
b
h
也
い
。

H

刷
近
.
割
払
は
こ
凶
…
工
業
労
働
朽
の
公
似
卒
仁
闘
す

る
一
統
計
資
料
を
殺
る
胡
が
州
米
た
が
ら
、
之
を
一
」

、
で
公
衣
す
る
一
事
正
す
る
ω

ニ
の
統
計
資
料
缶
提
供

せ
ら
れ
た
一
治
艦
船
工
場
は
、
我
闘
に
於
け
る
峠
も

大
な
る
工
場
で
ゐ
っ

τ.
北
(
の
訓
貸
出
帆
闘
も
叫
も
整

備
し
て
ゐ
る
か
ら
、
立
(
の
統
計
数
'ua
は
純
め
て
信
服

す
る
じ
足
る
も
の
で
ゐ
る
が
、

H
A
に
-
」
、
J
C
比(山町工

場
名
を
公
求

l
得
な
い
の
全
地
域
正
す
る
。
制
作
期

間
は
大
一
止
十
二
年
一
月
か
ら

1
問
年
十
二
月
仁
王
る

政
近
三
ヶ
年
間
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ゐ
る
ω

年
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一
偽
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A

っ
て
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極
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τゐ
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、
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ヶ
年
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合

計

一

五

J
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去

一

挙

均

は

了

一

ニ

ニ

で

あ

っ
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大
悦
・
千
人
の
出
業
者

こ
、
で
会
傷
率
三
一
首
ム
の
は
会
傷
数
を
阜
地
延
人
員
一
に
付
い
て
一
・
三
人
目
一
公
傷
害
が
あ
る
三

52事
が

出

で
除

L
て
得
た
る
古
川
を
千
佑
し
た
も
の
で
あ
る
o
却
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一
来
る
o

千
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依
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傷
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な

の

で

ゐ

る

。

右
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先
づ
大
正
十
二
年
に
就
い
て
見
る
に
、
会
傷
率
の
最
も
低
き
は

月
旦}

一
・
一
七
で
あ
っ
一

τ、
北
(
の
最
も
高



告
は
七
月
の
一
・
五
五
で
あ
る
。
其
の
他
の
月
は
こ
れ

を
雨
極
端
正

Lτ
動
格

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
大
鐘

に
つ
い
て
言
へ
ば
、
公
傷
卒
は
一
月
よ
b
月
を
迫
'
ヲ
て

次
第
に
品
騰
し
、
七
月
が
最
も
高
〈
、
そ
れ
よ
b
弐
第

に
下
降
り
傾
向
を
示

L
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
次
に
大
正

十
三
年
に
就
い
て
見
る
に
、

n
四
傷
率
の
最
も
低
き
は
一

月
の

7
0三
で
め
っ
て
、
其
の
且
皿
も
高
凡
さ
は
七
月
の

了
四
五
で
ゐ
品
。
其
の
他
の
月
は
ニ
れ
を
隔
椅
端
正

し
て
動
捺
し
て
居
h
、
各
月
金
値
の
ぬ
傷
率
・
の
傾
向
は

一
月
か
ら
月
を
追
う
て
究
第
に
高
土

h
、
七
月
を
頂
上

仁
し
て
、
衣
第
に
低
〈
な
っ

τゐ
る
か
ら
、
大
館
か
ら

日
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見

τ、
大
正
十
二
年
正
殆
ん
ど
全
〈
類
似
の
相
を
示
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
廷
に
大
正
十
阿
年
に
就
い

1τ
も
之

芭
殆
ん
ど
同
一
の
傾
向
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
只

π

前
ニ
ゲ
年
に
於

τは
最
高
の
R

公
傷
率
は
七
月
で
あ
っ
た

が
大
正
十
四
年
に
あ
っ
て
は
、
之
が
入
月
に
な
っ

τゐ

る
丈
け
の
相
違
で
ゐ
る
。
要
す
る
に
、
公
傷
率
は
夏
季

に
最
も
高
(
、
冬
季
に
最
も
低
〈
、
来
秋
二
季
は
其
の

中
聞
に
在
る
ピ
言
ふ
事
が
出
来
る
。

三
七
隈
別
会
傷
率

次
に
七
隈
別
に
依
る
日
公
傷
率
を
示
せ
ば
左
表
の
如
{

で
あ
る
。
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一
四
六
)
四
九
六

こ
、
で
n
公
偽
市
平
吉
言
ふ
の
は
一
日
卒
均
一
公
傷
数
を
一
十
三
年
に
な
っ
て
は
、
月
限

ω公
傷
卒
(
一
・
一
一
一
六
)
が

日
平
均
出
業
人
民
で
除
し
て
得
た
る
商
を
千
倍
し
た
も
最
も
高
〈
、
火
限
り
日
目
傷
市
中
(
一
・
三

O
)
は
水
限
り
公

の
で
あ
る
o

ま
た
日
限
欄
に
は
日
曜
以
外
の
R

公
休
日
を
一
一
働
率
(
一
・
ニ
六
)
に
直
い
で
師
怖
い
ご
言
ふ
事
に
な
っ

τ

も

合

ん

で

ゐ

る

。

一

ゐ

品

。

ニ

の

会

傷

卒

が

最

も

自

然

的

な

経

路

を

取

っ

て

右
の
表
に
就
い
て
見
る
に
、
各
年
共
に
、
日
限
日
に
一
進
行
し
て
ゐ
る

t
見
ら
れ
る
の
は
大
正

1
一
二
年
の
分
で

於
げ
る
公
州
岡
山
中
は
、
特
に
低
い
の
が
日
仁
丹

J

〈
。
こ
れ
一
あ
る
。
大
正
十
三
年
仁
な
っ
て
は
‘
月
限
の
目
公
加
則
市
中
が

は
日
限
日
仁
行
は
れ
る
作
業
純
制
酬
は
比
較
的
簡
易
な
も
一
最
も
高
く
、
そ
れ
か
ら
木
限
迄
は
次
第
に
降
下
し
て
、

の
詐
り
で
あ
っ
て
、
日
吋
尚
危
険
の
少
な
い
事
に
原
凶
し
一
一
見
に
上
騰
の
傾
向
を
取
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
作
業
の

て
ゐ
る
も
の
で
ゐ
ら
う
ο

そ
れ
依
に
日
限
日
の
公
働
率
一
開
始
期
は
不
馴
の
錦
め
に
、
ま
た
作
業

ω終
末
期
は
披

を
共
り
他
的
限
日
の
会
傷
率
ご
比
較
す
る
蔀
は
疋
賞
で
勢
川
町
錫
め
に
、
共
仁
必
傷
率
一
向
く
、
共
の
中
聞
の
期
間

な
い
か
ら
、
之
を
除
外
L
て
観
察
す
る
事
正
す
る
。
日
一
は
最
も
油
の
乗
っ
て
ゐ
る
斜
め
仁
、
目
公
傷
卒
の
仮

νの

限
日
を
除
〈
共
の
他
の
限
日
に
於
け
る
公
傷
卒
に
つ
い
↑
が
自
然
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
ゐ
る
。

L
か

τ見
る
に
、
各
年
に
共
通

ω傾
向
Z
し
て
は
、
限
日
の
一
し
、
大
正
十
二
年
も
大
正
十
四
年
も
共
に
之
ご
は
異
な

中
央
却
も
水
限
の
公
傷
山
中
が
比
較
的
に
低
い

Z
言
ム
事
一
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら
、
強
〈
之
を
主
張
す
る
罪

以
外
に
は
・
特
に
目
立
っ
た
共
通
賄
を
見
出
す
事
は
山
一
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
只
ザ
ト
日
公
傷
盗
・
は
限
日
中

来
な
い
の
で
ゐ
る
。
立
(
の
他
の
鮎
に
於

τは
年
に
依
つ
一
の
中
央
に
於
て
低

v
t
言
ひ
得
る
に
過
ぎ
な
V
o

て
大
い
に
異
な
る
傾
向
を
窺
ム
事
が
出
来
る
の
で
あ
一
四
時
刻
別
公
傷
率

る
o

例
へ
ば
大
正
十
二
年
仁
在
つ

τは
、
月
限
の
公
傷
一
次
に
時
刻
別
に
依
る
会
傷
率
を
示
せ
ば
友
表
の
如
〈

率
三
・
二
八
)
が
最
も
低
〈
、
火
艇
の
『
公
傷
卒

(
7闘
で
ゐ
る
。

ム
ハ
)
が
最
も
高

ν
ピ
言
ム
事
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
大
一
止

(
第
三
根

~~-， 

雑

韓

治
艦
船
工
場
に
於
げ
る
骨
髄
申

慎
二
十
一
↑
一
巻
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釦

右
の
表
に
就
い
て
見
る
に
、
各
年
共
に
、
「
午
前
糊
時
一

刷
」
故
に
「
午
後
副
十
話
」
は
何
れ
も
日
公
傷
総
数
に
制
到
す
一

る
日
公
傷
款
の
・
%
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之
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付
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見
る
ご
、
こ
れ
等
の
時
刻
に
在
つ
て
は
、
使
用
電
力

量
が
殆
ん
Y
」
停
止
し
或
は
屯
カ
を
使
用
す
る
じ

L
τ
も

其
の
量
が
極
め

τ僅
少
で
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っ
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っ
て
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首
公
傷
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険
の
多
い
作
業
が
行
は
れ
な
い
第
で
あ
ら
う
o
ま
花
に
於
げ
る
会
傷
牢
は
、
大
正
十
二
年
が
九
・
七
一
、
大

『
午
後
調
議
」
の
時
一
刻
に
於
り
る
会
傷
総
数
に
謝
す
る
正
十
三
年
が
一

0
・
一
一
問
、
大
正
十
四
年
が
一

0
・七一一

盛
傷
敷
の
%
が
、
各
年
共
に
低
い
理
由
は
、
査
食
時
間
一
で
あ
っ
て
、
其
の
他
の
時
刻
に
比
映
し
て
特
に
著
し
い

で
あ
る
銭
的
に
、
使
用
電
力

ω供
給
が
減
少
し
、
作
業
一
芭
言
ふ
事
が
出
来
な
い
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只
だ
午
前
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時
か
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午
前
十
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中
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す
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な
〈
な
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か
ら
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あ
ら
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普
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一
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時
湿
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聞
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在
っ
て
は
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n
白
血
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恐
傷
卒
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午
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〈
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仁
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。
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。
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十
歳
未
満
は
之
よ
b
商
〈
、
急
に
増
大
し
て
岡
・
二
ニ

を
示

L
て
ゐ
る
。
二
十
五
歳
未
満
に
至
っ
て
共
の
瓜
射

に
迩

L
、
五
・
一
二
七
ご
言
ム
会
一
偽
十
告
示
し
て
ゐ
る
c

一

そ
れ
か
ら
会
傷
率
は
、
途
次
減
少
し
て
、
五
十
歳
未
尚
一

で
は
二
・
間
三
に
降
っ
て
ゐ
る
。
五
十
歳
以
上
は
ま
た

一
両
〈
四
・
一
一
一
入
仁
迭
し
て
ゐ
る
。
次
に
大
正
十
三
年
を

見
ゐ
に
、
こ
、
に
於
て
も
二
十
五
歳
未
満
の
乱
討
し
似
率
一

四
・
六
五
が
H
M
U
川
で
あ
っ
て
、
各
年
齢
制
帆

ω日
公
傷
滋
・
は
、
一

之
を
中
心
じ
し
て
双
方
に
次
第
に
低
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な
っ
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ゐ
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o

一

こ
、
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於
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は
五
十
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が
高
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っ
て
ゐ
る
ぜ
言
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六
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五
十
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そ
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が
域
4
低
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、
年
齢
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進

U
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従
っ
て
公
傷
十
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少
し
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ゐ
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の
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あ
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へ
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一
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公

傷
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刷
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れ
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ゐ
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傷
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友
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右
の
表
に
就
い
て
見
る
に
、
各
年
共
に
、
手
部
の
誌
で
ゐ
る
か
ら
、
約
二
割
弱
を
市
め
て
ゐ
る
o

其
の
央
は

傷
が
首
位
を
占
め
て
ゐ
る
o

郎
も
大
正
十
二
年
は
三
一
円
程
部

ω
公
傷
で
ゐ
っ
て
、
大
正
十
二
年
は
一
六
・
一
四

五
・
七
四
、
大
正
十
三
年
は
三
ニ
・
八
ヒ
、
大
正
十
四
年
一
大
正
十
三
年
は
一
五
・
入
。
、
大
正
十
四
年
は
一
六
・
ニ

は
三
四
二
回
で
ゐ
っ
て
、
公
傷
数
の
約
一
一
一
割
五
分
は
八
で
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っ
て
、
約
一
制
五
分
強
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占
め

τ
ゐ
る
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こ
の

手
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の
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。
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次
に
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す
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も
の
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託
公
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必
を
合
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す
る
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約
七
割
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あ
る
か
ら

の
一
公
傷
で
あ
っ
て
、
大
正
十
二
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一
九
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七
九
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大
傷
害
セ
変
る
部
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殆
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の
コ
亨
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っ
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十
三
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害
卒
で
あ
る
o
こ
れ
は
各
年
共
に
全
〈
同
一
の
傾
向
を

一
市
し
て
ゐ
る
の
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あ
る
。

七
回
胤
由
別
公
傷
卒

大

正

十

二

年公
備
制
町
二

封
λ
ル

正

月一-A口

公

傷

断

迎
勤
中
ノ
掛
帥
及
ピ
動
力
電
力

誕
世
ニ
凶
ル
モ
ノ

工
具
ニ
凶
ル
を
ノ

一
一
品
熱
叫
健
一
一
ヨ
ル
モ
ノ

品
川
畑
相
北
他
町
額
二
一
同
ル
エ
一
ノ

同
所
ヨ
リ
盤
情
二
凶
ル
モ
ノ

即
時
謹
制
U
A

ハ
様
先
制
引
-K
刊
燃
料

川
川
一
一
凶
ル
モ
ノ

悲
劇
誕
U
人

ρ

蒲
刷
物
=
川
ル
モ
ノ

有
毒
茸
新
一
一
ヨ
ル
壱
ノ

運
撒
車
一
一
同
ル
モ
ノ

物
惜
盤
蕗
X
ρ

飛
燕
一
一
同
ル
壬
ノ

取
扱
巾
ノ
物
時
一
一
凶
ル
モ
ノ

ユ
場
見
ρ

附
脳
建
設
物
ノ
火
災

工
場
又
ハ
附
組
処
設
物
ノ
損
壊

汽
組
ノ
破
裂

北

ノ

他

=

、

ニ

一

五

〕

一

M
L
一

右

ω表
に
就
い
て
見
る
に
、
日
公
傷
原
山
の
主
た
る
も

の
は
、
「
物
髄
山
崎
盟
務
又
は
飛
来
」
及
び
「
取
扱
中
の
物

，、
ーづ

ユ車内

丈支ぎ冥
J

一回一一九一一

=、五一九
一、ロパ
A

ロ・
3
ニ

ロ・口ニ
ロ・七ニ

百五・口一一円
一一・
41晶

割t

録

泣
艦
船
工
場
に
於
け
る
会
館
車

最
後
に
原
由
別
に
依
る
↓
公
傷
率
を
示
せ
ば
左
衣
の
如

〈
で
あ
る
。

白・起一一
目・一一一

口・
λ也

子
回
一

口・
3
A

八
吋
似
艦

大

正

f

=
一
年

会
侮
糟
蚊
一
一

劉

ス

ル

再

↓一一五一
司
喧

弓
A
口
正

一、一一一(口 ー主主三日巴唱
団→ A 己

王室. 

， 
→ = 

正
・

ι』官
同・
44A

0

・七回
目一・
λ

一

0
・
内
出
品

持

仰

脚

大

正

サ

四

年
岱
侮
総
批
一
↓

劃

ス

ル

珂

室主さ恒三五芸会三重

-一、
hapハ

目

=

・
-
4

他
」
に
出
る
も
の
で
ゐ
る
。

事
貨
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば

停
二
十
三
容

ロ・ヨユ
口・
2
1
h

D

・耳同

一一一回・ユ同
一五・一一八

口・
0

一

口・口=

宵，

Z此

克
也

ヨ一・号
七・一=

刊・-一一也
一・一回

一一・且コ
ロ・一一一

口・回一山
口・口品

口・
42

-5
・3

↓

h
'

コ

一
山
J

・c'

一、h

克
也
一
三
・
九
一

'
』
れ
は
各
年
共
に
共
通
の

「
物
館
内
陵
溶
又
は
飛
来
仁

E 

主E

O 



ヰ.~

川
泡
内
必
倒
布
閉
山
行

t
A
 

j
 

山
る
も
の
」
は
、
大
正
十
二
年
に
任
つ
て
は
三
九
・

o

六
、
大
正
十
三
年
仁
在
一
つ
て
は
三
四
・
二
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大
正
十

司
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二

k
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ま
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、
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)
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)
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h
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正
十
二
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つ
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一
一
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八
五
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十
三
年
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在
つ
て
は
一
五
・
三
八
、
大
正

十
円
年
仁
庇
つ
工
は
一
九
・

O
六
で
あ
る
o

ゆ
』
凶
凶
者

山
り
公
協
加
山
に
依
る
公
似
本
・
は
自
に
γ

札
制
三
一
日
ふ
高
率

に
比
一
し

t
ゐ
品
。
ぞ
れ
で
似
告
の
中
十
数
以

d-ω
二
仰
の

M
m
N
に
山
田
つ

τ後
生
す
る
も
の
で
あ
る
市
引
が
明
ら
仰
で

あ
る
υ
共
山
り
次
仁
位
す
る
公
似
以
山
正
ー
し
て
は
「

I
H

仁
山
る
も
り
L

「
一
耐
熱
物
慨
仁
山
る
も
の
」
戒
は
「
運
動
巾

山
機
川
及
び
耐
力
也
品
川
悦
み
じ
山
る
も
の
L

符
を
恥
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
・
こ
れ
等
の
H
白
血
問

Mm山
は
例
れ

も
糊
〈
六
・

0
0乃
豆
七
・

0
0
ω
公
似
キ
を
示

L
I
ゐ

る
に
池
ぎ
な
い
切
の
で
ゐ
っ

τ、
前
に
掛
り
た
も
の
さ
比

岐
J
る
昨
は
極
め
E
倣
川
淵
な
も

ωで
ゐ
る
ご
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
品
ミ

za--、
各

F
K了

-E'山
-

-

て

H
X
l
j
l
A
f
f
j
，I
1
f
i

の
傾
向
で
ゐ
L
。(二泊一、八、
J

ハ)


